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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2011年に発生した東北大震災に続く福島第一原発事故によって，放射性物質が大気中に放出されました．
図は農林水産省によるモニタリングの結果ですが，原発付近で放射性セシウム濃度が高く，特に赤や黄色で示された原発から北西方向に伸びる区域において農地土壌中の放射性セシウム濃度が高いと推測されています．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セシウムとカリウムはともにアルカリ金属で，化学的に似た性質を有しており，作物が吸収する際に競合するので，土壌中の交換態カリウムは植物のセシウム吸収を抑える効果があると言われています．
図は福島県の現場の圃場において横軸に土壌中の交換態カリウム濃度、縦軸にダイズの放射性セシウム濃度をとったのですが、土壌中の交換性カリウム濃度が高いほど，ダイズの放射性セシウム濃度が低くなる傾向がみられました．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方、カリウムを施肥しても作物中の放射性セシウム濃度が低下しない圃場が存在します．

例えば，福島県農業総合センターの報告によると，土壌AとBはともに事故後ダイズの子実中の放射正セシウム濃度の基準値を超過した土壌であり，どちらも放射性セシウム濃度が高い土壌です．

図は横軸に土壌の交換態カリウム濃度、縦軸に子実中の放射性セシウム濃度をとったものです。

カリウム施肥によって土壌の交換態カリウムを増加させたところ，土壌Aではこのように2013年から2014年にかけて子実中の放射性セシウム濃度が大きく下がった一方で，土壌Bでは子実中のセシウム濃度は変わりませんでした．

この様にカリウム施肥による吸収抑制効果が見られる土壌もあれば，そうでない土壌もあります．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
カリウム施肥が効かない圃場での吸収抑制技術の開発
以上を踏まえて、本研究は，カリウム施肥による放射性セシウム吸収抑制効果の低い土壌におけるカリウムの動態を明らかにすることを目的としました．
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A 1837 82 1.41 Light Clay
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C 987 4 0.66 Sandy Clay Loam

D 1590 49 2.64 Light Clay



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実験試料として、先程述べたように、セシウム吸収抑制効果が確認された土壌A、カリウムを施肥しても大豆の放射性セシウム濃度が下がらなかった土壌B、Kを施肥してもそもそも土壌中の交換態カリウム濃度が上がらなかった土壌C、そして土壌Cと同様の報告がされている土壌Dを用いました。
実験試料のセシウム濃度と有機物含量はこのようになりました。土壌AとBは土壌中の交換態セシウム濃度が高い土壌、Cは土壌中の全セシウム濃度は高いが、交換態セシウム濃度は低い土壌です。またDは全量も交換態も低い土壌でした。有機物含量は全ての土壌で低い値でした。またそれぞれの土性は粒度試験を行った結果、このようになりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実験はこのような装置を用いて行いました。内径5 cm、高さ2 cmの透明アクリルリングを10個重ねて、高さ20 cmのカラムを作り、そこに土壌試料をつめました。
上の4 cm分の土壌に、トレーサーとしてカリウム42を加えたKCl溶液を添加しました。
追加したカリウム濃度は、事故以前から県内で行っていた慣行施肥量に合わせた6.6 mg カリウム/100g 乾土と、事故後放射性セシウム吸収抑制対策として行われている増肥区の施肥量に合わせた66 mg カリウム/100g 乾土の2条件で実験を行いました。
このように三本の注射針からなる降水装置を用いて、約30 mm/hで一時間散水しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
測定項目です。
それぞれの層についてカリウム42とセシウム137の全量、含水比、水抽出した溶液のEC、水抽出した溶液と1M酢酸アンモニウム抽出した溶液のpH、抽出溶液の各種イオン濃度、抽出溶液に含まれるカリウム42とセシウム137の測定を行いました。カリウム42とセシウム137はRI施設内でゲルマニウム半導体検出器を用いて測定しました。そして、特に赤字で示した項目について土壌間で比較を行いました。今回の実験では、水抽出した溶液の測定値を水の移動と一緒に動く水溶性イオン、酢安抽出した溶液の測定値から水抽出した溶液の測定値を引いたものを土壌中に捕われているが他の陽イオンによって容易に交換される交換態イオン、土全体の測定値から酢安抽出した溶液の測定値を引いたものを粘土鉱物に強く吸着され放出されない固定態イオンとして各形態ごとのイオン濃度を計算しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
粘土鉱物の底面間隔
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